
特定の目的のために、一般会計とは区別して経理している会計で、９つの財布に分かれています。

特別会計
すべての市町村は、財政健全化法に基づいて財政状況を４つの指標で表し、健全度を測っています。
これは、破たんを防ぎ早期に健全化を促すことを目的としています。

町の財政状況

資金不足比率（資金不足額なし）

健全化判断比率

　公営企業会計の資金不足額の事業規模
に対する比率です。比率は会計ごとに算
定し、比率が高ければ経営状況に問題が
あります。公営企業のサービスは病院や
下水道など、日常生活に欠くことができ
ないため、早期の経営健全に向けて別途
に比率が算定されます。和水町では４の
公営企業に関わる会計すべてにおいて、
資金不足額はありません。

　平成28年度決算から見る和水町の
財政状況は、健全であるといえます。
　しかし、少子高齢化の進展による扶
助費の増加や国・県の厳しい財政状況
の中で、今後の財政運営は厳しくなる
ことが予想されます。
　このことから、歳入では、町税など
の収納率向上や新たな財源を確保する
こと、歳出では、業務の見直し、優先
順位を付けて投資事業を行い、これま
で以上に堅実な財政運営を行います。

加入世帯は1,631世帯
被保険者数は2,861人でした。

歳入額 16億3,023万円
歳出額 16億3,428万円
差引額        △405万円

国民健康保険事業会計

要介護（要支援）認定者は866人。
保険給付費は、13億4,178万円
でした。

歳入額 16億1,515万円
歳出額 14億2,804万円
差引額    1億8,711万円

介護保険事業会計

入所定員120床のうち39,778人
の利用がありました。デイサービ
ス利用者年間延べ5,074人。

歳入額 5億1,474万円
歳出額 4億9,930万円
差引額      1,544万円

特別養護老人ホーム事業会計

歳入額 121万円
歳出額 14万円
差引額 107万円

春富区の山林の財産を管理している
会計。

春富財産区特別会計

被保険者数は2,519人（75歳以上
の方、一定の障がいをお持ちの65
歳以上74歳未満の方）。

歳入額 1億4,814万円
歳出額 1億4,303万円
差引額 　　  511万円

後期高齢者医療事業会計

病院事業会計

歳入額 9億2,476万円
歳出額 9億3,999万円
差引額 　△1,523万円

〔資本的収支〕
歳入額　　 3,200万円
歳出額　　 6,958万円
差引額  　△3,758万円

〔収益的収支〕

　一般会計を対象とした指標
です。一般会計の決算額が赤
字になる場合に出ます。和水
町の平成28年度一般会計決算
は、黒字なので、比率は算定
されません。

和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 12.5％ 20.0％

す べ て の 会 計 （ 和 水 町 の 場
合、一般会計と特別会計（春
富財産区特別会計を除く））
を対象とした指標で、全会計
における赤字・黒字を合算し
て財政状況を判断します。
　和水町では、全会計の実質
収支額の合計は17億9，769万
円の黒字となるため、比率は
算定されません。

連結実質赤字比率
和水町

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 17.5％ 40.0％

和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 20.0％

　借金の返済負担を示す指標
で、全会計および一部事務組
合等が対象範囲となり３か年
の平均値で表します。
　借金の返済にかかるお金
は、ひとたび増大してしまう
と短期間での削減や先送りす
ることが困難なため、一定以
上の規模にならないようにす
ることが大切です。
　 和 水 町 は 平 成 2 7 年 度 の
6.7％から0.4％増えて7.1％
となっていますが、健全に推
移しています。

実質公債費比率
和水町 7.1％

健全段階 再生段階早期健全化
段階

0％ 25.0％ 35.0％

　すべての会計と一部事務組
合等、第三セクターを含め
て、将来負担しなければなら
ない額を示した指標です。
　和水町の負債（借金の残
高）の状況や将来の収支の見
通しを明らかにするもので
す。この比率が高ければ、将
来の負担が大きいということ
になり、今後の財政運営が圧
迫される可能性があります。

将来負担比率
和水町

健全段階 早期健全化段階

0％ 350.0％

（経営健全化基準）

※四捨五入の関係上、合計数値が合わない場合があります。

資金不足比率（資金不足額なし）

合併浄化槽の管理運営。28年度は
16基設置。町内の全整備(管理）
基数は648基。

歳入額   　8,869万円
歳出額   　8,249万円
差引額   　　620万円

特定地域生活排水処理事業会計

下水道１施設を管理運営。加入人
口は1,132人。

歳入額 1億1,724万円
歳出額 1億　941万円
差引額   　　783万円

下水道事業会計

簡易水道　地区を管理運営。
1,495人に給水しました。

歳入額 1億5,499万円
歳出額 1億3,493万円
差引額      2,006万円

簡易水道事業会計

実質赤字比率

問い合わせ先　本庁　総務課　財政係　☎0968・86・5720
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